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子ども達と共に成長をする 

今から約 28 年前「子どもを笑顔で見守れる保育士になりたい」そう志して愛泉寮に就職しました。ところが、

いざ子ども達を前にすると、なかなか言う事を聞いてくれない子どもたちにイライラが止まりません。子どもの力

を信じることができず、笑顔になれず、随分口うるさくしていた自分を思い出します。その頃の私は「自分の力で

この子をちゃんとした大人に育てなければ」そんな傲慢な思いも強かったのだと思います。若さもエネルギーもた

くさんあった 20 代の頃は子ども達と本当によくぶつかりました。上手に対応ができず、いろんな失敗をし、子ど

も達には申し訳なかったなと反省ばかりです。 

30 代になったある日、大先輩からこんなことを言われました。「子どもを叱らないといけないことってさ、本当

はそんなに無いんだよね。分からないだけだから。教えてあげるだけで良いんだよ。」と。その言葉を心に留めて

子ども達の様子を見ていると、確かにその通りだなと思いました。叱らなくても、教えてあげたり、その子の思い

を聞きながら一緒に考えること。それでほとんどのことは解決することに気が付きました。本当に叱らなければな

らない時は危ないことと、誰かを馬鹿にしたり、傷付けることを言ったりやったりした時だけ。そうやって区別して

行くと、子どもが感じているもどかしい思いに、一緒になってイライラしていた自分に気が付きました。「ああ、そ

うか。私はイライラする必要は無いのか。」と、一気に肩の力が抜けたのを覚えています。子ども達の様子をよく見

て言葉をよく聞いていると、どんなに小さな子どもでもちゃんとその子なりの考えがあること、人として尊敬すべ

きところも沢山見えて来ました。「この子は大丈夫」と、その子の持っている力を信じて根拠のある太鼓判が押せ

るようになった様な気がしました。毎日イライラと叱ってばかりいるよりも、子どもの考え、思いを知り、その子の

力を信じること。子どもは信じてくれる人が居ることで、安心して成長していくことができる。その方が何十倍も

大切。そんなことを実感できるようになりました（とは言っても、まだまだ失敗も多いのですが・・・）。 

時折、愛泉寮の卒園生達が電話をくれます。今の生活について、仕事について、結婚について、子育てについ

て・・・。大人になった子ども達が様々な悩みを打ち明けてくれます。そして最後には「ま、頑張るわ」と言いながら、

またそれぞれの生活に帰って行きます。そんな子ども達のことを頼もしく思いつつ、いつまでも「あなたなら大丈

夫」そう言い続け見守って行ける存在でありたいな。そんなことを思う今日この頃です。      

愛泉寮 保育士 島田恵満 

＊開催予定日：第 2木曜日 10：00～11：30 

＊場所：愛泉乳児園 地域交流スペース 

＊対象年齢：2025年 4月 1日の時点で 1歳 6か月～2歳のお子様 

＊内容：製作・運動・リトミックなど 

＊登録制：10組限定 

＊受付期間：3/1～（定員になり次第、終了とします。）     

＊連絡先：0480-62-2990      

 

 



 
 

私たち大人が、ご馳走やスイーツを美味しいと感じるように、生まれたばかりのあかちゃんにも、「うま味」「甘味」「塩味」

を美味しいと感じる力が備わっています。成長する過程で色々な食べ物を食べることで、味を覚え、味覚を発達させていき

ます。しかし、スナック菓子やインスタント食品には、味が濃い物、塩分が多く含まれている物が多くあります。そういったも

のばかりを食べていると、味覚が鈍くなったり、薄い味付けでは満足できなくなったり、食材そのものの味をしっかり感じ

る力が失われてしまいます。ぜひ、たくさんの味を経験させて、美味しく食べられる物の幅を広げてあげましょう。 

 

【味覚の発達】 

 好き嫌いはけっして生まれつきではありません。なぜ好き嫌いをするようになるのか。それは、味・噛み応え・舌触りなど

が関わってきます。味覚には五味と呼ばれる五つの基本味があります。そのうち「甘味」「うま味」「塩味」は赤ちゃんの頃か

ら好きな味ですが、「酸味」と「苦味」は様々な経験を重ねることで、段々と好きになっていく味と言われています。主に野菜

と果物になります。こどもに嫌われる食べ物の代表は野菜ですが、野菜のもつ苦味や酸味が嫌われる理由のようです。 

 また、匂いの強い食べ物が苦手、嚙むことが面倒だから硬い食べ物は食べたくない。骨を取るのが面倒だから魚は食べ

ない。という事も嫌いの原因となっているのです。他にも無理に食べさせられた。口にしたらとっても辛かった。なんてこ

とも原因となってしまいます。 

 

 【ポイント】 

食べ物がどのように作られ、体にどのような影響を与えているのかを体験したり、見たりする事も大事です。食べず嫌いに

なっている物でもまずは一口だけでも食べてみることからチャレンジしてみるのもいいかもしれません。 

 

 

 

  

引用：ファミリーバランスサポーター：悩みの種・・ 

子どもの「好き嫌い」は給食の工夫が解決のカギ！ 

 

 

愛泉寮 管理栄養士 杉原 

I Wish You More おかあさんはね 

エイミー・クラウス・ローゼンタール作（マイクロマガジン社） 

 

目の前の幼い我が子が成長して大人になっても、母の想

いは変わらない事を感じます。 

大人も子どもも、母の暖かい想いに癒される絵本です。 

どんぐりころころ 渡邊美幸 

 おすすめ絵本 
ありがとうございました 
 

埼玉ゴム工業株式会社様より、絵本のご

寄付を頂きました。職員一同、心より感

謝申し上げます。 

ふれあいホームでは、絵本の貸し出しも行っ

ております。親子のコミュニケーション 

の時間を気に入った絵本と 

共に過ごすのはいかがで 

しょうか。皆様のご利用 

お待ちしております。 

 

 

～こどもの味覚について～ 

 



 

 

 

 

 

 

★オープンハウス（9：00～12：00）月・水・金曜日★ 

 0歳児からの親子が自由に過ごせる場所です。 スタッフも一緒に過ごします。 

★おはなし会（11：45～12：00）★ 

 自宅にもちかえることの出来る手遊び、絵本や紙芝居の会です。 

★0歳児対象のスペース（月曜日 9：00～12：00）★ 

 1歳未満のお子さんとご家族が自由に過ごせる場所です。 

    ※オープンハウスは予約制です。 

ふれあいホーム（0480-62-2990）にいつでもお問い合わせください。 

  

 

＊交通案内図＊

住所：埼玉県加須市土手 2-15-57

社会福祉法人愛の泉 

ふれあいホーム 

愛泉乳児園 

←羽生 

 

 

  
 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

仕事復帰に向けて、いろいろな不安や

心配事がたくさんあるはず・・一人で、

あるいはご夫婦だけで悩んでいません

か？この機会に、みなさんで一緒に語

り合いませんか？ 

毎月 第 3 火曜日  

10：00～12：00 

双子（多胎児）の親子・妊婦が集まって、

子育ての楽しさや大変さを一緒におしゃ

べりして、情報交換する場です。 

お子さんも一緒に遊びましょう。 

気軽にお申し込みください。 

毎月 第 2 火曜日  

10：00～12：00 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て相談】 

（月曜日～金曜日 9：00～15：00） 

子育てで悩んでいることはありませんか？一緒

に考えていきましょう。お気軽にお問い合わせ

ください。 

 

電話：0480-62-2990 

（子育て支援センター愛の泉ふれあいホーム） 


